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図3. 光応答性ハイドロゲル微粒子の合成．  
ハイドロゲル微粒子は H2O/DMSO 溶媒中で所定量の
SPA と NIPAM，架橋剤である N,N’-メチレンビスアクリ
ルアミド(MBAM)，重合開始剤(V-50)を用いた沈殿重合に
より合成した(図 3)． 
SPA 導入量 0～10 mol%のゲル微粒子を水中で可視光
(>400 nm)照射したところ，疎水性の閉環体の生成により
ゲル微粒子の体積は最大 16%収縮した(SPA: 1 mol%)．一









































































































リウレタンP9 (Mn = 4480，Mw/Mn = 1.80)のTHF 溶液に対







P10-b-PMMA (Mn = 12300, Mw/Mn = 1.82)のTHF 溶液につ
いて380 nm光を24 照射したところ，Mn = 7300 まで分子
量が減少した．これはブロック共重合体中の PMMA の
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ティングした. その後, 窒素雰囲気中で波長 172 nmの
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図 1 層構造 
 
表面改質層の Si 結合状態について, XPS（Ｘ線電子分
光法）を用いて約 1µm の深さまで計測し, 化学組成の
変化状態を確認した. XPS 分析装置は, 図 2 に示す本
校工学研究所の日本電子株式会社製 JPS-9010MC を用
いた. 計測方法は, Ar+ガン（1.0 kV, 23-24 mA）を用いて
10 秒間エッチングした後, Ｘ線源（Mg, 10 kV, 10 mA）
を用いて計測することを 20 回繰り返した.  
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